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国土地理院

大量の土砂

土石流の直撃

大量の流木

河道閉塞

砂防堰堤に寄せ集まった流木

死者37名，行方不明者4名

何が起こったか
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国土地理院 国土地理院

妙見川・奈良ヶ谷 赤谷

膨大な数の斜面崩壊
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崩壊分布と3時間最大雨量(7月5日，XRAINによる）

Ling 原図

幅4㎞，長さ12kmの範囲に集中
200 mm/3h <

450mm/day <

5 6km

西日本豪雨による崩壊地分布
（国土地理院）

呉観測所

AMEDAS東広島

崩壊の集中した範囲が広く分布
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青点：1999年豪
雨災害の崩壊位
置

赤：2014年8月の
豪雨災害時の崩
壊密集地

3時間降水量150㎜
～299㎜（2014/8/20 
01:00‐04:00）

幅2㎞，長さ
10㎞の範囲
に密集して
発生

2014年広島豪雨と比較

松四原図

泥質片岩
(ジュラ紀）

花崗閃緑岩
(白亜紀)

火山岩類
(新第三紀）

火山岩類

朝倉-日田地域の地質

（7万5千分の1地質図幅「豆田」(赤城，1933）
私たちの調査結果に基づいて一部改変）

朝倉

日田
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崩壊分布と地質

泥質片岩

花崗閃緑岩

火山岩類
火山岩類

小野朝倉

日田9

200㎜>3hで崩壊集中域の地質と崩壊との関係を分析

朝倉

日田
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花崗閃緑岩地域と泥質片岩地域と比較

奈良ヶ谷

北川

泥質片岩の方が深く，大
きな崩壊が多い

崩壊発生
前後の標
高変化(m)

泥質片岩

花崗閃緑岩
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崩壊源の面積

(>200㎜/３ｈｒ地域）
花崗閃緑岩地域
平均806m2

泥質片岩地域
平均1130m2
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発生前

片岩地域(ホルンフェルス化していない個所）

重力によって変形して破
砕した個所の縁が崩壊

発生後

妙見川

データ:国土交通省九州地方整備局14

川底の非変形の泥質片岩

重力斜面変形は随所に生じており，緩
慢に進んでいる

→今後も強い雨によって崩壊発生が
危惧される

重力で変形・破砕した泥質片岩
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泥質片岩の向斜部の崩壊
（妙見川）

樹根到達深度よりも深くから崩壊
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ホルンフェルス化した片岩
楔構造

断層破砕帯による遮
水効果

片岩の深い崩壊

他に熱水変質の関係した崩壊もあった
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花崗閃緑岩地域の崩壊
多くは深さ1mにも満たない
浅い崩壊

深いものもある
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花崗岩地域の斜面崩壊

深さ6.5m

崩壊発生
前後の標
高変化(m)

強く風化したマサ
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大岩塊が被害を増大

赤谷 正信地区

球状風化→球状の大岩塊
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球状風化した花崗閃緑岩の崩壊模式図

表層崩壊
（土層とコ
アストン）

深い崩壊
（マサ）

球状風化でできた
コアストン

コアストンも消失
した脆弱なマサ

類似現象の起こった災害：1967羽越豪雨災害
昭和42年度文部省科学研究費特定研究（災害科学）「昭和42年8月羽越水害の総合的研究
（研究代表者岩崎敏夫）」265p．
昭和42年度文部省科学研究費特定研究（特定研究）「羽越豪雨（昭和42.8.28）による崩災の調
査とその防災研究（研究代表者西田彰一）」84p
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西日本豪雨災害
（広島県 矢野東，熊野町川角）

石 柱

コアストン

マサ
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花
崗
岩
地
域
の
降
雨
土
砂
災
害
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花崗岩地域は国土の13％

東北には災害事
例が少ないが，
不安定風化物が
大量に残存？

強い雨が降るよ
うになると，崩壊
が群発する？

千木良(2017，
地質と災害）に
加筆

花崗岩地域の豪雨災害の中では，九州北部豪雨災害は非常に強
く大量の雨を伴っていた

花崗岩地域の
豪雨災害

累積最大雨量
(㎜)

1日最大雨量(㎜)
時間最大雨量
(㎜)

1938六甲災害 462 270 61

1945広島災害 219 － 57

1961天竜川36災害 579 325 －

1967羽越災害 748 644 89

1967呉市災害 317 － 75

1967広島災害 317 － 75

1967六甲災害 379 319 76

1972丹沢災害 545 516 87

1972西三河災害 219 219 86

1976小豆島災害 1433 778 76

1988広島災害 264 － 57

1999広島災害 271 － 81

2014広島災害 － 217 101

2016九州北部災害 586 545 129

データは，千木良（2002，群発する崩壊）より
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2002年台風ルーサによる花崗岩地域の密集した崩壊
（韓国、カンヌン）

広島の花崗岩に類似した風化形態

流出土砂
25

深層崩壊

礫岩，凝灰角
礫岩など

溶岩の下位の赤色酸化粘土ですべった
2003年水俣宝川内の崩壊と類似

日田市小野
地区

赤色粘土にす
べり面
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2017年7月

古い地すべりの滑落崖

危険個所として
予測可能

小野地区 災害後の傾斜図

データ:国土交通省九州地方整備局 27

深層崩壊
朝倉市 乙石地区

断層ガウジ
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発生後

断層が側部を境していた

乙石の崩壊
（緑色片岩，ホルンフェルス？）

変形として認定・
抽出できるかどう
かは微妙

データ:国土交通省九州地方整備局

発生前
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まとめ

• 2017年九州北部豪雨による斜面崩壊は，3時間雨量200㎜以上，または日雨量450㎜以

上の範囲に高密度に発生。

• 花崗閃緑岩地域と泥質片岩地域に特に多く発生。

• 崩壊のほとんどは，根茎到達層よりも下位ですべっており，そのために流木が多く生産さ

れた。

• 花崗閃緑岩は球状風化しており，そのコアストンが崩壊土砂に混じり，被害を拡大。

• コアストンも消失し，強く風化した花崗閃緑岩(マサ）は数mと深くまで崩壊。

• 広島地域に分布する花崗岩とは風化形態が異なり，崩壊土石の挙動も異なっていたと思

われる。

• 花崗閃緑岩の崩壊予備物質は大量に存在。数十年たつうちに次の崩壊の準備が整い，今

回と同様の降雨があれば，今後も崩壊が発生すると思われる。

• ホルンフェルス化していない泥質片岩は重力によって変形・破砕しており，その縁の部分で

崩壊が多発した。このような崩壊は今後も強い雨によって発生することが懸念される。

• 大規模な崩壊の内，小野地区で発生したようなものは，地形的に予測可能。
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年 場所 地質
深層
崩壊

表層
崩壊
群発

1989 房総 泥岩(軟岩） － ○
1993 鹿児島県 シラス － ○
1995 鹿児島県 シラス － ○

1997 鹿児島県出水市
安山岩，凝灰
角礫岩 ○ △

1998 福島県南部 弱溶結凝灰岩 － ○
1999 広島市 花崗岩 － ○
1999 北海道留萌市 堆積性軟岩 － ○

2000 神津島
流紋岩質火砕
物 － ○

2000 東海地方 花崗岩 － ○
2003 水俣市、菱刈町安山岩溶岩 ○ ○

2003 北海道日高町
硬質堆積岩（付
加体） － ○

2003 北海道日高町
堆積性軟岩（剥
離砂岩と礫岩） － ○

2004
新潟県長岡市西
方

泥岩(軟岩）
－ ○

2004
福井県足羽川流
域

火山岩地帯（要
確認） － ○

2004 徳島県木沢村
硬質の堆積岩
と緑色岩(付加
体） 〇 －

2004 愛媛県西条市 片岩 ○ ○

2004
愛媛県西条市～
香川県

硬質砂岩（強風化）
－ ○

2004 三重県宮川村
硬質の堆積岩(付加
体） 〇 －

2005 宮崎県耳川流域
硬質の堆積岩(付加
体） ○ －

2006 長野県岡谷市 火山灰土 － ○
2009 山口県防府市 花崗岩 － ○

2010 広島県庄原市
風化土，黒土(基盤
は流紋岩等） － ○

2011 紀伊山地
硬質の堆積岩(付加
体） ○ －

2012 阿蘇カルデラ 火山灰 － ○
2013 伊豆大島 火山灰 － ○

2014 広島市
花崗岩，ホルンフェ
ルス － ○

2017 大分県日田市
安山岩溶岩，火砕
岩 〇 △

2017
福岡県朝倉市、
東峰村

花崗閃緑岩，ホル
ンフェルス － 〇

2017
福岡県朝倉市、
東峰村 片岩 〇 〇

2018 広島県 花崗岩 － 〇
2018 広島県 流紋岩 － 〇

2018 愛媛県
硬質砂岩・泥岩（強
風化） － 〇

既往の豪雨災害（千木良2018災害地質学ノートに加筆）
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既往の豪雨災害の地質と斜面崩壊発生状況
千木良2018災害地質学ノートに加筆）

発生年 場所 地質
深層
崩壊

表層崩
壊群発

1997 鹿児島県出水市 安山岩，凝灰角礫岩 ○ △
2003 水俣市、菱刈町 安山岩溶岩 ○ ○
2017 大分県日田市 安山岩溶岩，火砕岩 〇 △
1999 広島市 花崗岩 － ○
2000 東海地方 花崗岩 － ○
2009 山口県防府市 花崗岩 － ○
2018 広島県 花崗岩 － 〇
2014 広島市 花崗岩，ホルンフェルス － ○
2017 福岡県朝倉市、東峰村 花崗閃緑岩，ホルンフェルス － 〇
2000 神津島 流紋岩質火砕物 － ○
2010 広島県庄原市 風化土，黒土(基盤は流紋岩等） － ○
2018 広島県 流紋岩 － 〇
2004 愛媛県西条市 片岩 ○ ○
2017 福岡県朝倉市、東峰村 片岩 〇 〇
2004 愛媛県西条市～香川県 硬質砂岩（強風化） － ○
2018 愛媛県 硬質砂岩・泥岩（強風化） － 〇

千木良（2018，災害地質学ノート）に加筆 32



既往の豪雨災害の地質と斜面崩壊発生状況

2003 北海道日高町 硬質堆積岩（付加体） － ○
2004 三重県宮川村 硬質の堆積岩(付加体） 〇 －
2005 宮崎県耳川流域 硬質の堆積岩(付加体） ○ －
2011 紀伊山地 硬質の堆積岩(付加体） ○ －
2004 徳島県木沢村 硬質の堆積岩と緑色岩(付加体） 〇 －
1999 北海道留萌市 堆積性軟岩 － ○
2003 北海道日高町 堆積性軟岩（剥離砂岩と礫岩） － ○
1989 房総 泥岩(軟岩） － ○
2004 新潟県長岡市西方 泥岩(軟岩） － ○
1998 福島県南部 弱溶結凝灰岩 － ○
1993 鹿児島県 シラス － ○
1995 鹿児島県 シラス － ○
2004 福井県足羽川流域 火山岩地帯（要確認） － ○
2012 阿蘇カルデラ 火山灰 － ○
2013 伊豆大島 火山灰 － ○
2006 長野県岡谷市 火山灰土 － ○

発生年 場所 地質
深層
崩壊

表層崩
壊群発

千木良（2018，災害地質学ノート）に加筆

表層崩壊が群発しやすい地質と深層崩壊の発生しやすい地質がある
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6km

西日本豪雨による崩壊地分布（国土地理院）

花崗岩地域

流紋岩地域
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西日本豪雨による流紋岩地域の斜面崩壊と土石流

7/7 am5-6
（水衝部で高さ20-30mの
水しぶき）

7/6 夕方（死者３名）

赤みを帯びた崩壊地

避難か所

赤みを帯びた崩壊地を崩壊源として，水量の多い土砂が急速に流下した（安浦町市
原）。
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九州，中国四国西部の地質

地質調査総合センター シームレス地質図

2017年九州北部豪
雨災害
（花崗閃緑岩，片岩，
火山岩）

2018年西日本豪雨災害
（花崗岩（赤），流紋岩
（黒））

（砂岩，泥岩）

斜面崩壊の起こりや
すさや挙動は，地質
の違いを反映
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雨の降り方
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少なくとも雨量計設置個所で
は，九州北部豪雨災害時の方
が強く，大量の雨だった。
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